
触媒学会会長候補者「経歴と会長としての抱負」 

1）候補者指名 
薩摩 篤（さつまあつし） 

 
2）生年月日 

1961 年 4 月 24 日 
 
3）略歴 

1984 年 名古屋大学工学部合成化学科卒業 
1989 年 名古屋大学大学院工学研究科博士課程後期課程修了 
1989 年 名古屋大学工学部助手 
1996 年 名古屋大学工学部講師 
1997 年 UNSW, Macquarie 大学博士研究員 
1998 年 名古屋大学大学院工学研究科助教授 
2004 年 名古屋大学大学院工学研究科教授 
 

4）所属・職位 
名古屋大学大学院工学研究科応用物質化学専攻・教授 

 
5）専門分野 

触媒化学、表面分析、ナノ材料 
 
6）受賞歴 

1998 年 石油学会奨励賞 
2020 年 触媒学会学会賞（学術部門） 

 
7）会長としての抱負 
次の 3 つの抱負を掲げます。[学会の科学・技術・社会への貢献] CO2 削減は待

ったなしの課題であり、エネルギーの脱化石化や CO2 有効利用のための技術革

新が求められています。触媒学会には、二酸化炭素変換、光触媒、水素製造と利

用、バイオマス変換、燃料電池などの研究会に代表されるように、グリーンエネ

ルギーと CO2 有効利用のための要素技術の研究基盤があります。これらがより

一層活発に活動できるようサポートしていきます。[若手の育成と活性化] 学会

の若手メンバーによる「触媒の未来を考える WG」からの提言が昨年度なされま

した。提案された数々の素晴らしいアイディアを、可能な限り実現していく所存

です。既に実施が決まった提言が触媒討論会の B3 講演です。触媒学会の持つ

「討論を楽しむ」文化を多くの学生に体得していただき、研究者としての活躍た

めのステップになることを願っています。[国際的プレゼンスの向上] 2028 年 
ICC 招致に向け、持続的に活動して参ります。 


